
理事監事選出規程改正についての趣旨説明 

理事長 宇野 重規 

 

理事監事選出選挙について、電子投票を今後恒久的に実施するためには、理事・監事選出

規程の改正が必要であり、改正手続きとして学会規約の改正同様に会員投票の実施が求め

られます。また、理事・監事選出規程は学会規約同様に扱われるものであることから、2022

年度総会で、それまでの理事会での審議過程と、その後の方針について説明がなされました。 

まず、理事・監事選出規程には改正手続きに関する規程が存在しないので、それを「日本

政治学会規約第十九条の手続に関する規程」として整備し、規程は 2021 年度第 5 回理事会

にて承認されました。 

その上で、理事・監事選出規程の改正案が作成されました。概要は、第 6 条の内容を整理

し、現規程で郵送投票とされている理事選出選挙の方法について、電子投票を含む方法から

理事会が決定可能とすること、第 8 条において規定されている選考理事の選考の留意事項

にジェンダーを加えること、となっています。なお、これに付随する運用規程案として「日

本政治学会理事選出選挙の投票方式に関する規程（案）」が作成されています。 

理事・監事選出規程改正案は、2022 年度第 5 回理事会での検討・決定を経て、2023 年 4

月 1 日に理事会から発議されました。 

 

  



 

理事・監事選出規程（改正案） 

 

現行 改正案 

理事の選任 

第一条 理事の選任は、会員による選挙および同選挙の当選人によって

構成される理事選考委員会の選考によって行う（以下、選挙に

よって選出される理事を「公選理事」、理事選考委員会の選考に

よって選出される理事を「選考理事」と称する）。 

第二条 公選理事は、会員の投票における上位二〇位以内の得票者とす

る。 

第三条 投票が行われる年の四月一日現在において会員である者は選

挙権及び被選挙権を有する。ただし、顧問および理事長は被選

挙権を有しない。 

第四条 会員の選挙権及び被選挙権の公表は会員名簿及びその一部修

正によって行う。 

第五条 一、選挙事務をとり行うため、理事長は選挙管理委員長を任命

する。 

二、選挙管理委員長は五名以上一〇名以下の会員により、選挙

管理委員会を組織する。 

第六条 一、選挙は選挙管理委員会発行の、所定の投票用紙により郵送

で行う。 

二、投票用紙は名簿と共に五月中に会員に郵送するものとす

る。 

 

三、投票は六月末日までに選挙管理委員会に到着するように郵

送されなければならない。 

四、投票は無記名とし、被選挙権者のうち三名を記する。 

 

 

 

 

第七条 一、選挙管理委員会は七月末までに開票を完了し、得票順に当

選人を決定し、九月初旬までに理事長及び当選人に正式に通知

しなければならない。 

二、最下位に同点者がある場合は全員を当選とする。 

三、投票の受理、投票の効力その他投票及び開票に関する疑義

は選挙管理委員会が決定するものとする。 

四、当選人の繰上補充は行わない。 

第八条 一、前条第一項の当選人は理事選考委員会を構成する。 

二、理事選考委員会は、十五名以内の理事を、地域、年齢、専

攻、学会運営上の必要等に留意して選考する。 

三、理事選考委員会は当選人の欠員補充をすることができる。

その場合には、前項の留意条件にとらわれないものとする。 

四、常務理事については、本条第二項にいう十五名の枠外とす

ることができる。 

第九条 理事長は、選出された公選理事および選考理事を、理事として

総会に報告する。 

監事の選任 

第十条 監事の選任は理事会において行い、理事会はその結果を総会に

報告し、了承を受けるものとする。 

規程の変更 

第十一条 本規程の変更は、日本政治学会規約第十九条の手続きによっ

て行う。 

（二〇〇〇年一〇月八日改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第六条 一、選挙は、選挙権を有する会員が、無記名で投票することに

より行う。 

二、投票は、電子投票、郵送投票又はその他の方法のいずれか

又はその組合せにより行うものとし、いずれの方法によるかは

理事会が規程によりこれを定める。 

三、選挙権を有する会員は三票まで投ずることができる。ただ

し、同じ被選挙権者に複数の票を投ずることはできない。 

四、選挙管理委員会は、被選挙権者の名簿を作成し、五月末日

までに選挙権を有する会員に通知する。 

五、選挙権は、第二項の規定に基づき理事会が規程により定め

た方法にしたがい、選挙管理委員会が別に定めた具体的な実施

方式にしたがって六月末日までに行使されなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

第八条 

二、理事選考委員会は、十五名以内の選考理事を、ジェンダー、

地域、年齢、専門分野、学会運営上の必要等に留意して選考す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（●●●●年●●月●●日改正） 



 


